
原
子
力
産
業
界
の
最
高
首
脳
で
あ

る
今
井
�
・
日
本
原
子
力
産
業
協
会

会
長
は
、本
誌
の
特
別
連
載
企
画「
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
元
年
」
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
応
じ
、
次
の
よ
う
な
年
頭

所
感
を
明
ら
か
に
し
た
。

―
―
わ
が
国
の
原
子
力
平
和
利
用
、

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
が
よ
う
や
く
、「
事

業
化
元
年
」
を
迎
え
ら
れ
そ
う
で
す

が
。今

井

わ
が
国
は
京
都
議
定
書
で

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
に
つ
い

て
、
二
〇
〇
八
〜
二
〇
一
二
年
の
第

一
約
束
期
間
中
に
一
九
九
〇
年
比
六

％
削
減
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
た

め
、
日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
効

率
が
世
界
最
高
レ
ベ
ル
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、排
出
権
購
入
の
た
め
、

約
一
兆
円
も
の
金
額
が
海
外
に
流
出

し
ま
し
た
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、二
〇

二
〇
年
ま
で
に
一
九
九
〇
年
比
で
二

五
％
削
減
す
る
と
い
う
鳩
山
政
権
の

政
策
目
標
は
、
い
か
な
る
根
拠
に
基

づ
く
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
原
油
価
格
は

将
来
的
に
は
、
ま
す
ま
す
高
騰
し
て

い
く
で
し
ょ
う
。
そ
う
な
る
と
、
地

球
温
暖
化
対
策
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安

定
供
給
確
保
の
両
面
か
ら
み
て
、
原

子
力
発
電
が
電
力
供
給
の
中
心
に
な

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
世
界
全
体
で

は
現
在
、
今
後
一
〇
年
間
に
合
計

一
〇
〇
基
程
度
が
新
増
設
さ
れ
る
と

の
見
通
し
も
あ
り
、
原
子
力
が
非
常

に
大
事
だ
と
い
う
認
識
は
既
に
行
き

渡
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
原
子
力
発
電
に
は
放
射
能

の
問
題
が
あ
り
ま
す
か
ら
、３
Ｓ（
核

不
拡
散
／
保
障
措
置
、原
子
力
安
全
、

核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
は
守
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
（
核

の
番
人
で
あ
る
）
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際

原
子
力
機
関
）
の
事
務
局
長
に
昨
年

十
二
月
一
日
、
天
野
之
弥
さ
ん
（
あ

ま
の
・
ゆ
き
や＝

前
外
務
省
核
不
拡

散
・
原
子
力
担
当
大
使
）
が
就
任
さ

れ
た
の
は
、
日
本
の
原
子
力
平
和
利

用
の
実
績
が
世
界
的
に
評
価
さ
れ
た

も
の
で
、大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

―
―
国
際
的
な
期
待
に
も
応
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
井

日
本
の
原
子
力
発
電
の
現

状
は
、
ま
だ
ま
だ
で
す
。
二
〇
〇
八

年
度
の
稼
働
率
（
設
備
利
用
率
）
は

六
〇
％
と
低
迷
し
て
い
ま
す
。（
低

稼
働
の
原
因
と
し
て
）
一
番
大
き

か
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
七
年
七
月
に

発
生
し
た
新
潟
県
中
越
沖
地
震
で

す
。
将
来
起
こ
り
う
る
地
震
の
規
模

を
再
検
討
し
、
耐
震
基
準
を
強
化
し

た
た
め
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所

の
営
業
運
転
再
開
に
時
間
が
か
か

り
、
二
年
半
か
け
て
や
っ
と
、
六
、

七
号
機
が
再
開
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し

た
。
東
京
電
力
の
努
力
は
並
大
抵
で

は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
、
電
力
会
社
は
一
層

安
全
確
保
に
注
意
を
払
い
、
地
元
の

方
々
の
信
頼
を
得
て
、（
営
業
運
転

し
て
い
る
五
四
基
の
）
原
子
力
発
電

所
は
す
べ
て
稼
働
さ
せ
る
と
い
う
状

況
に
持
っ
て
い
か
な
い
と
、
米
国
や

韓
国
の
よ
う
に
稼
働
率
九
〇
％
超
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
率

が
六
〇
％
と
い
う
こ
と
は
、
九
〇
％

稼
働
し
て
い
る
と
き
と
比
べ
て
、
一

五
基
の
原
発
が
眠
っ
て
い
る
こ
と
と

同
じ
で
す
。
だ
か
ら
、
も
の
す
ご
く

非
効
率
な
訳
で
す
。
電
力
会
社
が
総

力
を
挙
げ
て
稼
働
率
向
上
に
取
り
組

ん
で
頂
く
よ
う
、
今
年
一
月
五
日
の

日
本
原
子
力
産
業
協
会
の
新
年
の
集

い
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
。
原
子
力

界
に
と
っ
て
大
変
な
逆
風
が
吹
い
た

後
で
す
か
ら
、
電
力
会
社
は
総
力
を

結
集
し
て
、
小
さ
な
事
故
も
絶
対
に

起
こ
さ
な
い
、
と
い
う
気
持
ち
で
取

り
組
ん
で
頂
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。（
概
算
で
、
稼
働
率
三
〇
ポ
イ

ン
ト
向
上
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

削
減
効
果

は
〇
・
九
億
ト
ン
、
日
本
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
総
量
の
約
七
％
に
相

当
す
る
）。

―
―
待
ち
望
ま
れ
て
い
る
の
は
、
日

本
原
燃
の
使
用
済
み
燃
料
再
処
理
工

場
（
青
森
県
六
ヶ
所
村
）
の
本
格
的

な
操
業
開
始
で
す
。

今
井

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て
は
、
使
用
済
み
燃
料
再
処
理
工
場

の
運
転
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
現
在
、

操
業
開
始
に
向
け
た
総
合
試
験
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
高
レ
ベ
ル
廃
液

の
ガ
ラ
ス
固
化
設
備
の
運
転
に
手
間

取
っ
て
お
り
ま
す
。
再
処
理
は
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
の
ベ
ー
ス
と
な
り
ま

す
。
再
処
理
で
き
な
け
れ
ば
、
プ
ル

サ
ー
マ
ル
に
必
要
な
Ｍ
Ｏ
Ｘ
（
ウ
ラ

ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
）

燃
料
も
作
れ
ず
、
使
用
済
み
燃
料
の

持
っ
て
行
き
場
が
な
く
な
る
た
め
、

原
子
力
発
電
の
継
続
が
難
し
く
な
り

ま
す
。再
処
理
工
場
の
操
業
開
始
も
、

電
力
業
界
が
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

―
―
プ
ル
サ
ー
マ
ル
は
順
調
の
よ
う

で
す
ね
。

今
井

玄
海
三
号
に
続
い
て
伊
方

三
号
、
浜
岡
四
号
な
ど
、
進
捗
し
て

い
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
か

ら
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
発
電
は
軌
道
に

乗
っ
た
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

フ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
仕
様
の
大
間
原
子

力
発
電
所
も
工
事
が
順
調
に
進
ん
で

お
り
、
楽
し
み
で
す
。
そ
れ
か
ら（
軽

水
炉
の
次
代
を
担
う
高
速
増
殖
原
型

炉
）『
も
ん
じ
ゅ
』
は
、
今
年
度
中

に
も
運
転
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
絶
対
失
敗
し
な
い
よ

う
に
や
る
べ
き
で
す
。
今
度
失
敗
し

て
し
ま
う
と
、
高
速
増
殖
炉
の
将
来

に
非
常
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
か

ね
ま
せ
ん
。
安
全
面
で
万
全
を
期
し

て
、
運
転
再
開
に
こ
ぎ
つ
け
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
今
年
は
原
子
力
産
業
の
国
際
展

開
と
い
う
面
か
ら
も
、
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
が
開
か
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

今
井

日
本
原
子
力
産
業
協
会
と

し
て
は
、
海
外
で
建
設
が
計
画
さ
れ

て
い
る
原
子
力
発
電
プ
ラ
ン
ト
を
、

日
本
が
受
注
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
。
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
韓

国
に
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

ベ
ト
ナ
ム
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
い
よ

い
よ
動
き
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

電
力
会
社
、
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
、

日
本
政
府
が
総
力
を
挙
げ
て
受
注
を

め
ざ
し
て
お
り
、
日
本
原
子
力
産
業

協
会
は
そ
の
窓
口
の
役
割
を
果
た
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

電
力
業
界
は
高
稼
働
、
再
処
理
に

総
力
を
結
集
せ
よ

―
―
今
井
�
・
日
本
原
子
力
産
業
協
会
会
長
が
年
頭
所
感

日本原子力産業協会会長
い ま い たかし

今井 � 氏

昭和４年生まれ、２７年３月東京大学法学部政治学科卒
業。２７年４月富士製鐵株式会社入社、５６年６月新日本製
鐵株式会社取締役、平成５年６月代表取締役社長、１０年
４月代表取締役会長、１５年４月取締役相談役名誉会長、
２０年６月名誉会長。１０年５月社団法人経済団体連合会会
長、１８年６月社団法人日本原子力産業協会会長。
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